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剤 6802 単位，新鮮凍結血漿 2507 単位，血小板製
















































































































































　症例は 80 歳男性．４年前 CABG 術後近医外
来通院中，腎機能低下，右胸水貯留，労作時呼
吸苦が出現．力テーテル検査で PCWP30mmHg，











歴】20xx 年 11 月，労作性狭心症で，当院心臓血
管外科にて CABG 施行．術後胸水増加したため，
20xx ＋１年７月呼吸器科紹介．器質化肺炎を疑
われる．10 月に CK の上昇と筋力の低下を認め，
多発筋炎の疑いで腎臓内科紹介となる．CK1756，
































































CT により腎癌が認められ，当院で RAPN を行
うことになった．術前情報として臓器と病変と血
管との位置関係の３D 画像が重要となるため，再
度ダイナミック造影 CT を撮像した．RAPN 解
析ソフトを使用した画像とオペに適した独自の画
像の２種類を作成した．
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